
人口減少時代に適した施設整備・管理

西原環境

消
費
電
力
削
減
効
果
も

Ｄ
Ｈ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
水
量
変
動
追
従
型
水
処
理
技
術

人口減少時代に適した施設整備・管理

三機工業
人口減少時代に適した施設整備・管理

前澤工業

高
効
率
省
エ
ネ
型
Ｏ
Ｄ
法

Ｏ
Ｄ
法
に
お
け
る
二
点
Ｄ
Ｏ
制
御
シ
ス
テ
ム

柔
軟
な
施
設
運
営
が
可
能

リ
ン
ポ

プ
ロ
セ
ス

技術フロー

実証施設外観

風量と流速が独立した自動制御を実現

長
期
的
な
水
量
変
動

担体で活性汚泥を保持

下水道技術ビジョン・ロードマップ重点課題の解決に資する技術群
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○
開
発
コ
ン
セ
プ
ト

　
下
水
道
経
営
は

Ｏ
Ｄ
法
を
採

用
す
る
中
小
都
市
の
方
が
よ
り
厳

し
い
状
況
に
あ
る

人
口
減
少
等

に
伴
う
使
用
料
収
入
の
減
少
や
施

設
の
老
朽
化
に
よ
る
改
築
更
新
費

の
増
大
な
ど
で

よ
り
厳
し
い
経

営
環
境
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ

れ

一
層
の
コ
ス
ト
縮
減
が
求
め

ら
れ
て
い
る

一
方

事
業
運
営

の
効
率
化
を
図
る
観
点
か
ら

広

域
化
・
共
同
化
の
推
進
が
求
め
ら

れ
て
お
り

汚
水
処
理
施
設
の
統

廃
合
や
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
な
ど

の
受
入
れ
な
ど
に
伴

て
既
存
施

設
の
処
理
能
力
が
不
足
す
る
ケ


ス
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
本
シ
ス
テ
ム
は
既
存
施
設
を

活
用
し
て
処
理
能
力
を
増
強
す
る

こ
と
で

こ
の
よ
う
な
ニ

ズ
に

対
応
す
る
も
の
で
あ
る


　
○
技
術
の
概
要

　
従
来
の
Ｏ
Ｄ
法
よ
り
も
高
効
率

で
省
エ
ネ
ル
ギ

な
技
術
で

安

定
し
た
処
理
水
質
と
省
エ
ネ
ル
ギ


・
省
コ
ス
ト
を
同
時
に
実
現
す

る
も
の
で
あ
る

水
温
や
水
質
等

の
流
入
条
件
に
よ

て
は

従
来

の
Ｏ
Ｄ
法
よ
り
も
高
負
荷
条
件


す
な
わ
ち

処
理
時
間
を
短
縮
す

る
こ
と
が
可
能
で

既
存
施
設
を

活
用
し
た
処
理
能
力
増
強
も
可
能

で
あ
る


　
縦
軸
水
流
発
生
装
置
付
散
気
式

曝
気
装
置

溶
存
酸
素
計
︵
Ｄ
Ｏ

計
︶
送
風
機

こ
れ
ら
を
自
動

制
御
す
る
コ
ン
ト
ロ

ル
ユ
ニ


ト
で
構
成
さ
れ

反
応
タ
ン
ク
内

に
設
置
し
た
２
カ
所
の
Ｄ
Ｏ
計
の

値
を
用
い
て

曝
気
風
量
と
循
環

流
速
を
独
立
し
て
自
動
制
御
す
る

こ
と
で

反
応
タ
ン
ク
内
に
好
気

ゾ

ン
と
無
酸
素
ゾ

ン
を
安
定

し
て
形
成
し

連
続
曝
気
の
条
件

下
で
も
安
定
し
た
処
理
が
可
能
に

な
る
と
と
も
に

流
入
負
荷
量
に

応
じ
た
酸
素
供
給
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
よ
り

省
エ
ネ
ル
ギ

化
も

可
能
で
あ
る


　
○
導
入
事
例

　
９
カ
所
の
下
水
処
理
場
で
導
入

が
決
定
さ
れ

う
ち
７
カ
所
の
下

水
処
理
場
で
す
で
に
供
用
し
て
お

り

主
に
処
理
能
力
増
強
に
よ
る

コ
ス
ト
縮
減
の
観
点
か
ら
導
入
さ

れ
て
い
る


　
◆
既
存
施
設
の
処
理
能
力
増
強

に
よ
る
水
処
理
施
設
の
増
設
回
避


７
／
９
カ
所

　
◆
処
理
区
統
合
に
伴
う
既
存
施

設
の
処
理
能
力
増
強

４
／
９
カ

所　
◆
し
尿
等
受
入
れ
に
伴
う
既
存

施
設
の
処
理
能
力
増
強

２
／
９

カ
所

　
◆
既
設
処
理
方
式
か
ら
Ｏ
Ｄ
法

変
更
に
伴
う
設
置
面
積
や
建
設
コ

ス
ト
の
縮
減

２
／
９
カ
所

　
○
第
三
者
評
価

　
性
能
や
産
官
学

連
携
に
よ
る
開
発

・
普
及
の
取
組
み

な
ど
で
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る


　
●
平
成

年
度

日
本
下
水
道
事
業

団
新
技
術
Ⅰ
類
選

定　
●
平
成

年
度

︵
第
８
回
︶
国
土

交
通
大
臣
︵
循
環

の
み
ち
下
水
道
賞
︶
グ
ラ
ン
プ
リ

　
●
平
成

年
度
日
本
水
環
境
学

会
技
術
賞

　
●
２
０
１
９
年
度
﹁
Ｓ
Ｔ
Ｉ
　

ｆ
ｏ
ｒ
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
﹂
ア
ワ

ド

優
秀
賞

　
●
日
本
下
水
道
協
会
﹁
下
水
道

施
設
計
画
・
設
計
指
針
と
解
説

︵
２
０
１
９
年
度
︶﹂
に
掲
載

　
●
第

回
優
秀
環
境
装
置
表
彰

﹁
経
済
産
業
大
臣
賞
﹂

○
開
発
コ
ン
セ
プ
ト

わ
が
国
の
下
水
道
事
業
に
お
い

て
は

将
来
的
な
人
口
減
少
等
に

よ
る
処
理
場
へ
の
流
入
水
量
の
減

少

そ
れ
に
伴
う
下
水
道
使
用
料

収
入
の
減
少
等
が
課
題
と
な

て

い
る


そ
の
た
め

①
流
入
水
量
減
少

に
合
わ
せ
た
処
理
規
模
の
縮
減
②

流
入
水
量
減
少
に
追
従
し
た
使
用

電
力
量
等
の
縮
減


が
可
能
な

下
水
処
理
技
術
を
開
発
し
た


本
技
術
は
最
初
沈
殿
池

Ｄ
Ｈ

Ｓ
ろ
床

生
物
膜
ろ
過
施
設
か
ら

構
成
さ
れ
る
標
準
活
性
法
代
替
の

下
水
処
理
技
術
で
あ
り

平
成


年
度
Ｂ
｜
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
プ
ロ
ジ

ク

ト
﹁
Ｄ
Ｈ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た

水
量
変
動
追
従
型
水
処
理
技
術
実

証
研
究
﹂
と
し
て
採
択
さ
れ
た
も

の
で
あ
る


○
適
用
範
囲

本
技
術
は

計
画
放
流
水
質
が

Ｂ
Ｏ
Ｄ
で﹁



／

を
超
え





／

以
下
﹂
の
区
分
で
あ

る
下
水
処
理
場
に
適
用
す
る

標

準
活
性
汚
泥
法
等
の
既
存
土
木
躯

体
を
活
用
し
た
既
存
施
設
の
改
造

な
ら
び
に

水
処
理
施
設
の
新
築

ま
た
は
増
設
に
適
用
す
る
こ
と
が

で
き
る


○
強
み
を
活
か
せ
る

条
件
・
現
場

次
に
示
す
よ
う
な
下
水
処
理
場

に
お
い
て
本
技
術
の
導
入
に
よ
る

削
減
効
果
が
大
き
く
な
る

①
現

段
階
に
お
い
て
流
入
水
量
が
設
計

値
よ
り
も
少
な
い
下
水
処
理
場
②

今
後
の
人
口
減
少
に
伴
い
流
入
水

量
が
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
る
下

水
処
理
場
③
維
持
管
理
工
数
の
削

減
を
行
い
た
い
下
水
処
理
場
④
脱

水
汚
泥
発
生
量
を
削
減
し
た
い
下

水
処
理
場
な
ど


○
実
証
結
果

実
証
研
究
の
フ


ル
ド
で
あ

る
須
崎
市
終
末
処
理
場
で
は

実

規
模
機
の
運
転
開
始
か
ら
４
年
以

上
が
経
過
し

運
転
期
間
中
の
放

流
水
質
は
安
定
し
て
目
標
値
を
満

足
し
て
い
た

本
技
術
の
導
入
に

よ
り

導
入
前
の
標
準
活
性
汚
泥

法
︵
流
入
水
量
が
少
な
い
た
め


疑
似
的
な
長
時
間
エ
ア
レ

シ


ン
法
と
し
て
使
用
︶
と
比
べ
て
消

費
電
力
量
が

％

汚
泥
発
生
量

が

％
削
減
さ
れ
た

加
え
て


週
２
回
の
巡
回
監

視
と
年
２
回
の
設

定
変
更
を
行
う
の

み
で
運
転
が
可
能
と
な

た


平
成

年

月
に
国
土
技
術
政

策
総
合
研
究
所
か
ら
発
刊
さ
れ
た

導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン︵
案
︶に
は


本
技
術
の
具
体
的
な
導
入
方
法
が

掲
載
さ
れ
て
い
る


今
後
も
本
技
術
の
普
及
展
開
を

行
い

下
水
道
事
業
の
課
題
解
決

に
貢
献
す
る


○
増
設
無
し
で
能
力
増
加

リ
ン
ポ

プ
ロ
セ
ス
は

活
性

汚
泥
︵
Ｂ
Ｏ
Ｄ
酸
化
細
菌
・
硝
化

細
菌
・
脱
窒
細
菌
︶
を
保
持
す
る

担
体
﹁
リ
ン
ポ

キ


ブ
﹂
を

反
応
タ
ン
ク
に
投
入
し
運
転
す
る

担
体
投
入
活
性
汚
泥
法
で
あ
る


活
性
汚
泥
を
高
濃
度
に
保
持
し

た
リ
ン
ポ

キ


ブ
は

反
応

タ
ン
ク
内
の
み
で
滞
留
す
る
の

で

最
終
沈
殿
池
の
負
荷
を
高
め

る
こ
と
な
く

反
応
タ
ン
ク
内
の

総
Ｍ
Ｌ
Ｓ
Ｓ
濃
度
を
高
濃
度
に
保

持
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
れ
に

よ
り
反
応
タ
ン
ク
や
最
終
沈
殿
池

の
増
設
を
行
う
こ
と
な
く

わ
ず

か
な
改
造
を
行
う
だ
け
で

窒
素

・
リ
ン
の
除
去
や
処
理
水
量
の
増

加
が
可
能
に
な
る


○
リ
ン
ポ

プ
ロ
セ
ス
の
特
長

︻
丈
夫
な
担
体

優
れ
た
維
持

管
理
性
︼

本
技
術
に
適
用
さ
れ
る
担
体

﹁
リ
ン
ポ

キ


ブ
﹂
は



×


×


と
比
較
的
大
き

く

素
材
は
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
フ



ム
を
使
用
し
て
い
る
た
め

耐

摩
耗
に
優
れ
て
お
り

年
以
上
使

用
し
て
も
担
体
の
補
充
が
不
要


ま
た
担
体
流
出
防
止
用
ス
ク
リ


ン
目
幅
が
φ
８

と
大
き
い
た

め
ス
ク
リ

ン
の
目
詰
ま
り
等
の

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
づ
ら
く

維

持
管
理
が
容
易
で
あ
る


︻
柔
軟
な
施
設
運
営
に
対
応
︼

リ
ン
ポ

Ｃ
タ
イ
プ
は
反
応
タ

ン
ク
を
増
設
す
る
こ
と
な
く
処
理

水
量
の
増
加
︵
約
１
・
５
倍
︶
に

対
応
で
き
る
こ
と
か
ら

各
処
理

区
域
で
の
人
口
情
勢
等
に
合
わ
せ

た
柔
軟
な
施
設
運
営
に
対
応
可
能

で
あ
る


ま
た
汚
水
処
理
の
統
廃
合
に
伴

う
水
量
増
加
に
対
し
て
も
省
コ
ス

ト
で
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る


︻
豊
富
な
国
内
実
績
︼

リ
ン
ポ

プ
ロ
セ
ス
は
１
９
９

５
年
か
ら
国
内
下
水
処
理
場
で
稼

働
を
開
始
し

こ
れ
ま
で
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
で
採
用
実
績
が
あ
る

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